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【手続補正書】
【提出日】平成20年3月7日(2008.3.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
メントールと、ポリオキシエチレン・ポリオキシプロピレンブロックコポリマー、ポリオ
キシエチレン硬化ヒマシ油、ポリオキシエチレンアルキルエーテル類、ポリオキシエチレ
ンポリオキシプロピレンアルキルエーテル類、ポリオキシエチレンアルキルフェニルエー
テル類及び両性界面活性剤からなる群より選択される１種以上の界面活性剤とを含有する
ことを特徴とするソフトコンタクトレンズ用点眼剤。
【請求項２】
界面活性剤の配合量がメントールに対して、１０～１００倍（重量）であることを特徴と
する請求項１記載のソフトコンタクトレンズ用点眼剤。
【請求項３】
さらに増粘剤を含有する、請求項１または２に記載のソフトコンタクトレンズ用点眼剤。
【請求項４】
ｐＨを５．５～８．０に調整してなる、請求項１から３のいずれかに記載のソフトコンタ
クトレンズ用点眼剤。
【請求項５】
ポリオキシエチレン・ポリオキシプロピレンブロックコポリマー、ポリオキシエチレン硬
化ヒマシ油、ポリオキシエチレンアルキルエーテル類、ポリオキシエチレンポリオキシプ
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ロピレンアルキルエーテル類、ポリオキシエチレンアルキルフェニルエーテル類及び両性
界面活性剤からなる群より選択される１種以上の界面活性剤を点眼剤に配合することを特
徴とする、ソフトコンタクトレンズ装用時用点眼剤中のメントールがソフトコンタクトレ
ンズに吸着することを防止する方法。
【請求項６】
ポリオキシエチレン・ポリオキシプロピレンブロックコポリマー、ポリオキシエチレン硬
化ヒマシ油、ポリオキシエチレンアルキルエーテル類、ポリオキシエチレンポリオキシプ
ロピレンアルキルエーテル類、ポリオキシエチレンアルキルフェニルエーテル類及び両性
界面活性剤からなる群より選択される１種以上の界面活性剤をメントールの10～100倍（
重量）配合する、請求項５に記載の方法。
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